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抵
鹿
神
社
望
官

砥
鹿
神
社

に
つ
い
て

砥
鹿
神
社
は
大
己
貴
命
（大
国

さ
ま
）
を
祀
る
旧
国
幣
小
社
で
三

河
国
薔
日と
し
て
広
く
尊
崇
せ
ら
れ
、

交
通
安
全
、
家
運
隆
昌
、
厄
難
消
除

の
御
神
徳
が
広
人
で
、東
海
地
方
の

総
鎮
守
の
神
と
し
て
各
方
面
か
ら

篤
い
崇
敬
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

摂
社
三
官
社
は
事
代
主
命
（え

び
す
様
）
を
お
祀
り
し
、
三
一官
社
は

建
御
名
方
命
（諏
訪
様
）
を
お
祀
り

し
、
共
に
御
本
社
の
御
子
神
で
、
御

本
社
と
共
に
福
徳
、
智
徳
、
体
徳
の

神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「曇

薯
茉

毎
年
五
月
三
日

四
日

五
日
の

三
日
間
は
砥
鹿
神
社
の
例
祭
で
す
。

（三
日
宵
宮
祭
、四
日
例
祭
、五
日
後
鎮
祭
）

装
東
に
身
を
包
ん
だ
少
年
が
布

引
を
両
手
に
持
ち
な
が
ら
馬
が
駆

る
、
華
や
か
で
勇
壮
な
や
ぶ
さ
め
神

事
を
は
じ
め
、
雅
や
か
に
古
式
ゆ
か

し
く
執
り
行
わ
れ
る
み
こ
し
渡
御

の
儀
式
、
そ
し
て
愛
ら
し
い
子
供
た

ち
の
稚
児
行
列
な
ど
、
境
内
の
あ
ち

こ
ち
で
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
、
各

地
よ
り
多
く
の
人
た
ち
が
、参
拝
に
、

そ
し
て
見
物
に
訪
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
本
社
は
初
詣
、

初
官
参
り
、
七
五
三
な
ど
、
生
活
の

節
日
を
飾
る
に
は
か
か
せ
な
い
神

社
と
し
て
、
皆
様
の
崇
敬
を
あ
つ
め

て
お
り
ま
す
。

家
理
輸
機
、
矢
亀
姜
査

庭
難
崎
総
の

特
神
穐
島
４

彙
藤
の
健
鎮
キ
の
な
。

里
宮

の
主

一
月

一
日

一二
日

八

日

十

日

十

五

日

一
月

節

分

七

日

十

七

日

四

月

吉

日

六

月

吉

日

三
十

日

七

月

一
日

例
を
や
口
李
祈
ク
の

行
す
に
は

各
た
よ
う
誌
れ
る

こ
鶏
‘
女
で
難
わ
い
ま

例
祭

の
行
事

五
月

三

日

凹

日

砥鹿神社境内図
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大
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驚

懺

豊川より本宮山を望む

働

本
官
山
砥
鹿
神
社
奥

宮

本
官
山
（海
抜
七
八
九
メ
ー
ト
ル
）

は
、
千
年
近
い
大
木
の
杉
桧
が
林
立

し
た
神
山
で
、
愛
知
県
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

頂
上
に
は
三
河
国
一宮
砥
鹿
神

社
の
奥
宮
が
鎮
座
し
、大
己
貴
命
（大

国
さ
ま
）
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

本
宮
山
は
人
生
２
展
歓
、
普
悩
、
願

望
等
の
生
活
社
会
の
精
神
面
問
題

も
御
神
徳
の
御
力
に
よ
り
自
然
の

心
に
立
ち
帰
ら
せ
て
下
さ
い
ま
す
。

頂
上
ま
で
本
宮
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

が
開
通
し
、
起
伏
に
満
ち
た
山
々
、

又
ア
ル
プ
ス
連
峰
、菅
田士
山
の
秀
峰
、

太
平
洋
、伊
勢
志
摩
、
浜
名
湖
の
景

観
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。

近
年
は
徒
歩
登
山
者
が
年
間
数

万
人
に
及
び
健
康
の
山
と
し
て
関

心
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本宮山県立自然公園
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擁
ミ

い
婆

吟

・全
τ
あ
は
、

千
も

の
神

島
ど
ｋ
マ

脅
が
れ
る
。

荒
羽
々
気
神
社

（東
海
唯
一健
歩
健
脚

の
守
護
神
）

大
己
貴
命
の
荒
魂
を

祀
る
。
例
祭
は
十
月

十
四
日
。
上日
か
ら
足
の

願
掛
け
神
と
し
て
崇

敬
さ
れ
て
い
る
。

粥
占
祭

一月
十
五
日
午
前
八
時

（豊
川
市
指
定
文
化
財
）

そ
の
年
の
農
作
物
の
豊
凶
や
天
候
風
雨
を
占
う
農

耕
神
事
で
あ
る
。
ユ則
日
宮
司
以
下
登
山
参
籠
潔
斎
の

後
、
十
五
日
早
暁
、
神
水
に
て
粥
を
炊
き
あ
げ
、
農
産

物
、
海
産
物
の
名
を
印
し
た

竹
の
管
二
十
七
本
を
混
ぜ
て

攪
拌
す
る
。
こ
の
後
各
々
の
竹

の
管
に
つ
ま
っ
た
粥
の
量
を
ト

定
す
る
。
古
く
よ
り
「オ
タ
メ

シ
」
、
「オ
ク
ダ
ガ
イ
」
と
言
わ

れ
、
参
列
者
に
は
粥
占
符
が

授
与
さ
れ
る
。

水
バ
シ

ョ
ウ

見殿神社
製

/
守

砥鹿神社奥富
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荒羽々気神社

山頂丸山の桜

国見岩「天の磐座」

岩戸神社



ふ
令
み
●

―ヽ、〕
介
ソ
ｉ
争
力
一
籍
雲
キ
ヽ
中
』
饉
響
］
赫
卍

垣
に
沿
っ
て
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
る
。
大
己
貴

本
宮
山
の
主
な
祭
典
行
事

一

月

一　
日

エ
ハ
日

一
月

十

五

日

二

月

六

日

四
月
二
十
九
日

六
月
三
十
日

七
月
二
十
七
日

十

月

吉

日

十
月
十
四
日

十
一月
一十
六
日

三
十

一
日

毎

月

一
日

十
一　
一十
百

十

五

日

占汗「 :旦 1

命
の
和
魂
を
祀
る
。
古
く
は
守
見
殿
と
称
す
る
外
に
薬
師
堂
と

も
称
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一月
六
日
「宝
印
祭
」
が
行
わ
れ
る
。
神

社
の
特
殊
神
事
で
こ
の
祭
に
宝
印
を
頂
く
と
夏
の
疫
病
に
か
か
ら

な
い
と
伝
え
ら
れ
寒
中
多
く
の
来
拝
者
が
あ
る
。

ご :イ●薔 |ヽく

ヽ
警

罐
雉

宝
印
祭

一月
六
酢
午
後
一時

奥
宮
本
社
下
方
の
末
社
守
見
殿
神
社
に
て
斎
行
。
厄
難
消
除

無
病
息
災
が
祈
願
さ
れ
る
。
祭
典
後
は
参
拝
者
に
秘
伝
の
宝
印

が
授
け
ら
れ
、
宝
印
符
、
沓
型
餅
が
頒
布
さ
れ
る
。
寒
中
登
山
者

が
多
い
。

覆

け
に

罐

ま

る

一
議
を

確

ヤ
に
、

そ
ｋ
ず
鮮
や
や
な
。

式
は
、神
主
、
巫
女
数
名
で
奉
仕
。
祝
詞
奏
上
の
後
に
“神

楽
舞
”
を
、
笛

楽
太
鼓
で
奉
奏
致
し
ま
す
。
」ヽの
神
楽
は
、

三
河
で
も
当
社
だ
け
の
も
の
で
、披
露
宴
も
、ヽ
ン
ョ
ー
の
よ
う

な
な
ア
さ
は
な
い
も
の
の
、自
分
た
ち
の
好
み
に
合
わ
せ
色
づ

け
可
能
で
す
。
個
性
豊
か
な
演
出
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

結
び
の
儀
式
に
ふ
さ
わ
し
い
神
社
で
の
挙
式

は
、
お
ふ
た
り
の
心
だ
け
で
な
く
、参
列
さ
れ
た

全
て
の
人
々
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
る
こ
と
で
し

そ
し
て
結
婚
か
ら
の
人
生
の
儀
礼
（安
産
祈

願
、命
名
、
初
宮
詣
、
七
五
三
、
入
学
祈
願
等
）
の

本
仕
を
い
た
し
ま
す
。

颯
鹿
神
社
結

い
ろ
い
ろ
な
演
出
が
特
色
の
、華
や

か
な
結
婚
式
場
が
多
い
中
、
一方
で
は

昔
な
が
ら
の
厳
か
な
神
前
結
婚
式

が
見
直
さ
れ
る
傾
向
も
強
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
砥
鹿
神
社
の
結
婚
式

は
、
流
行
に
迎
合
し
な
い
本
儀
を
奉

仕
し
て
い
ま
す
。

神
社
で
挙
げ
る
式
の
意
義
は
、
一

人
が
結
ば
れ
た
御
神
恩
に
感
謝
し
、

幸
福
な
家
庭
を
築
い
て
い
く
こ
と
を

神
前
に
誓
う
と
共
に
、
両
家
の
弥
栄
、

子
孫
の
繁
栄
を
祈
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

三
河
の
総
鎮
守
で
あ
り
、
大
己
貴

命

（大
国
様
）
を
お
祀
り
す
る
由
緒

深
い
神
社
の
境
内
に
あ
る
総
合
結
婚

式
場
は
、
近
代
セ
ン
ス
と
重
厚
な
趣

が
う
ま
く
調
和
さ
れ
た
、
厳
か
な
場

に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
で
す
。


